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図1．デュアルのプログラム可能な1.2A降圧レギュレータに構成設定されたLTC3569

はじめに
LTC®3569はハンドヘルド機器向けのコンパクトな電源
ソリューションです。その小型3mm×3mm QFNパッケー
ジには、出力電圧を個別にプログラム可能な3個の降圧レ
ギュレータが収められています。1つのレギュレータは最大
1200mAの負荷電流をサポートし、他の2つのレギュレータ
は最大600mAをサポートします。2つのレギュレータを負荷
能力を増やすために並列接続することができます。各電流
モード・レギュレータは内部で補償されており、優れた負荷レ
ギュレーションとライン・レギュレーションを与えます。2出力ま
たは3出力のソリューションを完成するには最小数の外部受
動部品が必要です。

個別にプログラム可能な3個の降圧
LTC3569の3つの出力電圧は、それぞれのイネーブル・ピン
を単にトグルすることによって独立にプログラムされます。イ
ネーブル・ピンに立下りエッジが与えられるたびに、4ビットの
カウンタがデクリメントされます。イネーブル・ピンに最後の
立上りエッジが与えられてから120μsのタイムアウト遅延が
経過すると、カウンタの状態が帰還リファレンス電圧DACに
ラッチされます。このようにして、800mV（フルスケール）か
ら425mVまで25mVステップで帰還電圧をプログラムするこ
とができます。

L、LT、LTC、LTMおよびBurst Modeはリニアテクノロジー社の登録商標です。 
他の全ての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。

異なった負荷のための並列電力段の構成設定
LTC3569の降圧レギュレータは負荷能力を増やすために並
列接続することができます。2個の600mAレギュレータの一方
の帰還ピンを入力電源電圧に引き上げることにより、対応す
るレギュレータの電力段がスレーブとして再構成され、スイッ
チングがその上流のマスタに同期します。降圧2は降圧1のス
レーブになることができ、降圧3は降圧2のスレーブになること
ができます。スレーブ・モードで動作するとき、スレーブのスイッ
チ・ピンはマスタのスイッチ・ピンと並列に接続され、最大出力
電流が合算されます。これにより3つの可能な組合せが生じ
ます。3つの独立したレギュレータ（1個の1.2Aの降圧と2個
の0.6Aの降圧）、2個の独立した1.2Aの降圧、または1.8Aと
0.6Aの2個の独立した降圧です。

パワーグッド・インジケータ
LTC3569にはPGOODピンがあり、イネーブルされているレ
ギュレータのどれでも出力電圧がプログラムされた値の8%
以内にまで上昇すると表示します。イネーブルされている出力
電圧のどれでもプログラムされた値より下だと、PGOODピン
は”L”になります。全てのレギュレータがオフするとPGOODピ
ンは”L”になり、LTC3569は消費電流が<1μAの低消費電力
シャットダウン・モードに入ります。
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図3．降圧1の出力にクロストークを生じることなく降圧
2をアクティブからスタンバイに変更。CH1 = OUT1、
CH2 = OUT2、CH3 = EN2、CH4 = PGOOD 

省電力動作モード
LTC3569は（MODEピンを介して設定される）2つの動
作モードを提供し、軽負荷での効率を改善します。Burst 
Mode(r)は低負荷電流で最も効率が良く、パルス・スキップ・
モードはリップル電流が低くなります。起動時、ソフトスタート
のランプが終了するまではパルス・スキップ・モードが自動的に
選択されます。

プログラム可能なクロック周波数
スイッチング周波数はRTを入力電源に引き上げると
2.25MHzに固定されます。または、タイミング抵抗をグラン
ドに接続して、クロックを1MHz〜3MHzの周波数にプログ
ラムすることができます。クロック信号がMODEピンに与え
られると、その周波数がRTピンを使ってプログラムされた周
波数より高い限り、LTC3569のクロックは外部クロックにイ
ンジェクションロックで同期します。インジェクションロックで
は、動作モードは自動的にパルス・スキップに設定されます。

個別にプログラム可能な2出力の1.2Aレギュレータ
各出力を1.2Vのスタンバイ電圧または1.8Vのアクティブ電
圧にいつでも再プログラム可能な2出力アプリケーションを
図1に示します。両方の出力とも2.8V〜4.2Vのリチウムイ
オン・バッテリ電圧から最大1.2Aの負荷電流を供給します。
Burst Mode動作は軽負荷で効率が高いので選択されてい
ます。各負荷に固定625mAを供給しながら、それぞれのイ
ネーブル・ピンをトグルして、独立にプログラミングされる2つ
の出力電圧を図2〜図5に示します。

まとめ
LTC3569はハンドヘルド・リチウムイオン・バッテリ・アプリケー
ションに給電する柔軟なソリューションです。個々の出力電圧
を動作中に調節またはディスエーブルする能力により、先進
的なマイクロプロセッサをベースにしたデザインの省エネ動
作モードをサポートするシンプルなソリューションを提供しま
す。

図2．両方の降圧をスタンバイ状態にソフト 
スタート。CH1 = OUT1、CH2 = OUT2、 
CH3 = EN1 = EN2、CH4 = PGOOD

図5．降圧1はアクティブからシャットダウン、降圧2はスタン
バイ状態。CH1 = OUT1、CH2 = OUT2、CH3 = EN2、
CH4 = PGOOD、PGOODはOUT1に接続されているの
で立ち下がることに注意、降圧2の出力にクロストークなし 

図4．降圧1はアクティブ、降圧2はスタンバイ状態にソフト 
スタート。CH1 = OUT1、CH2 = OUT2、CH3 = EN2、 
CH4 = PGOOD、降圧1の出力にクロストークなし
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